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商
法
二
八
五
条
と
二
八
八
条
ノ
ニ
（
三
号
）
の
関
連
性

e
　
は
　
し
　
が
　
き

⇔
　
商
法
二
八
八
条
の
二

一

（
三
号
）
．
の
立
法
理
由

は
　
し
　
が
　
き

門

司

口
　
商
法
二
八
五
条
の
立
法
理
由

㈱
　
両
罰
の
関
連
性

政

’
憲

　
　
臨
法
二
八
五
条
と
二
八
八
条
の
二
・
（
三
号
）
と
の
規
定
を
関
連
さ
せ
て
考
察
す
る
時
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
は
、
二
八
五

　
条
の
存
在
の
故
に
無
用
だ
か
ら
、
立
法
論
と
し
て
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
確
か
に
貨
幣
価
値
が
安
定
し
て
い

　
　
る
時
に
は
、
固
定
資
産
に
つ
い
て
の
評
価
益
計
上
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
こ
の
意
味
で
は
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
は
無
用
な
規
定
で
あ

　
　
る
と
云
え
る
。
併
し
貨
幣
価
値
の
変
動
が
起
き
て
い
る
時
に
は
、
こ
れ
に
反
し
営
業
用
の
固
定
資
産
に
つ
き
評
価
益
の
計
上
は
考
え
ら
れ

　
　
る
か
ら
、
こ
の
規
定
は
決
し
て
無
用
と
わ
い
え
な
い
。
穿
つ
・
て
こ
瓦
で
は
貨
幣
価
値
変
動
の
場
合
の
、
二
爪
五
条
と
二
八
八
条
の
二
（
三

　
号
）
と
の
関
連
性
に
問
題
を
限
定
す
る
。
こ
の
場
合
の
両
規
定
の
関
連
性
を
見
極
め
る
事
は
、
固
定
資
産
の
評
価
問
題
を
解
決
す
る
の
に

　
　
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
又
商
法
と
企
業
会
計
原
則
と
を
統
一
的
に
扱
う
為
に
も
是
非
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
果
し
て
二
八
八
条
の
二
．
（
三
号
）
は
商
法
と
七
て
無
用
な
規
定
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
疑
開
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
こ
、

　
　
で
両
規
定
の
立
法
理
由
を
追
究
し
、
そ
し
て
無
視
し
得
な
い
立
法
の
必
然
性
を
論
証
し
た
い
と
考
え
る
。
こ
の
直
な
方
法
に
よ
っ
て
両
規

説
定
の
各
々
め
法
的
存
在
価
値
を
認
識
出
来
れ
ば
、
両
規
定
を
共
に
、
、
立
法
論
と
し
て
も
肯
定
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
・

論　
　
　
以
下
幽
幽
で
二
八
五
条
の
立
法
理
由
を
、
第
三
節
で
コ
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
立
法
理
由
を
、
9
第
四
節
で
両
規
定
の
関
連
性
に
つ
い
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、

論説

て
吟
味
し
た
い
。

二
　
商
渋
二
八
五
条
の
立
法
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
物
的
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
に
於
て
は
、
株
主
有
限
責
任
の
為
に
会
社
債
権
保
護
が
特
に
重
視
さ
れ
る
。
会
社
債
権
者
に
と
っ
て
は
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

業
財
産
の
価
値
が
重
大
な
関
心
事
と
な
る
か
ら
、
法
は
株
式
会
社
に
つ
き
貸
借
対
照
表
の
公
示
を
強
行
法
的
に
要
求
す
る
と
共
に
、
貸
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　

対
照
表
の
内
容
に
関
し
特
に
詳
細
な
規
定
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
資
産
評
価
原
則
に
つ
い
て
の
法
の
規
定
も
そ
の
ザ
つ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
商
法
三
一
条
及
び
新
商
法
四
〇
条
（
二
項
）
で
は
、
評
価
方
法
と
し
て
時
価
主
義
を
採
用
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
法
規
定
及
判
例
か

　
　
　

ら
、
法
的
性
格
を
持
つ
た
会
計
原
則
と
し
て
の
貸
借
対
照
表
原
則
が
生
成
し
て
来
た
。
こ
の
申
の
貸
借
対
照
表
真
実
性
の
原
則
は
、
会
社

債
権
者
保
謹
の
た
め
真
正
な
る
企
業
の
財
政
状
態
の
表
示
を
要
求
す
る
も
0
で
あ
り
、
そ
れ
は
過
大
評
価
も
過
小
評
価
も
許
さ
な
い
原
副

　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
法
規
定
及
び
真
実
性
の
原
則
は
、
当
然
に
決
算
日
に
財
産
目
録
法
に
よ
っ
て
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
事

　
　
　
　
　
セ
　

を
要
求
し
た
。

　
所
が
ド
イ
ヅ
に
於
け
る
資
本
主
義
の
発
展
は
、
企
業
を
し
て
亘
額
な
固
定
資
産
を
保
有
す
る
近
代
的
企
業
た
ら
し
め
た
。
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
る
と
営
業
用
の
固
定
資
産
を
・
客
観
的
な
時
価
で
評
価
す
る
事
は
不
可
能
に
な
願
W
又
企
業
に
と
っ
て
は
財
産
計
算
よ
り
も
損

益
計
算
が
よ
り
必
要
に
な
り
・
こ
」
に
貸
借
対
照
表
の
財
産
計
算
的
機
餓
榔
薄
れ
・
損
益
計
算
的
機
能
へ
そ
の
重
点
が
移
行
し
て
行
っ

ご
　
　
た
。
こ
の
よ
う
に
期
間
的
損
益
計
算
の
重
要
性
が
増
大
し
て
行
く
に
つ
れ
、
從
来
慣
習
に
過
ぎ
な
か
っ
た
取
得
価
格
（
原
価
評
価
）
、
正

規
の
簿
記
の
原
則
（
誘
導
法
）
等
の
会
計
処
理
手
続
が
会
計
原
則
（
商
慣
習
法
）
と
し
て
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
け
だ
し
（
正
確
な
期
間

．
的
損
益
を
算
定
す
る
為
に
は
、
牧
支
計
算
を
基
礎
と
し
て
当
該
期
間
に
発
生
し
た
総
て
の
牧
益
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
総
て
の
費
用
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

期
間
的
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
会
計
原
則
は
そ
れ
自
体
会
計
固
有
の
論
理
の
展
開
と
し
て
、
法
原
則
と
は
別
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コ
じ

　
箇
に
経
済
的
性
格
を
持
つ
た
も
．
の
と
し
て
、
当
時
の
ド
イ
ヅ
で
は
法
の
周
辺
に
徐
々
に
樹
立
さ
れ
て
来
た
と
い
え
る
。
　
・

　
　
こ
玉
に
於
て
前
述
の
怯
原
則
と
、
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
い
、
会
計
慣
習
を
基
盤
と
し
て
生
成
し
て
来
た
会
計
原
則
（
商
慣
習
法
）
と

　
が
矛
盾
対
立
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
対
立
の
原
因
は
、
前
者
が
法
律
的
立
場
か
ら
債
権
者
保
護
の
趣
旨
を
固
執
し
て
居
る
の
に
反
し
、
後

　
者
は
貸
借
対
照
表
を
損
益
計
算
の
手
磐
見
て
居
る
事
に
帰
因
す
罷
・
。
．
併
し
撃
墜
の
そ
の
後
の
発
展
は
・
経
済
的
基
禁
ら
必
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
に
発
生
し
て
来
た
会
計
原
則
を
し
て
、
法
的
原
則
を
崩
壊
さ
せ
て
行
っ
た
。
こ
の
新
し
く
生
成
し
て
来
た
商
慣
習
法
と
し
て
の
会
計
原
則

　
　
が
、
從
来
の
時
価
主
養
に
從
つ
た
評
価
規
定
を
打
破
し
て
行
っ
た
。
下
イ
ッ
に
於
け
る
新
し
い
評
価
規
定
は
新
商
法
二
六
一
条
と
し
て
取

　
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
株
式
会
社
に
関
す
る
特
別
規
定
で
あ
っ
て
、
営
業
用
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
取
得
価
格
（
原
価
）
主
義
を
採
用
し

　
た
。

　
　
　
ド
イ
ツ
の
こ
う
し
た
立
法
動
向
は
、
我
国
の
商
法
に
も
当
然
に
影
響
を
与
え
た
。
．
す
な
わ
ち
明
治
三
二
年
法
二
六
条
（
二
項
）
で
は
ド
．

　
　
イ
ッ
旧
商
法
に
な
ら
っ
て
時
価
主
義
を
、
昭
和
十
三
年
商
法
改
正
に
当
り
、
三
四
条
（
二
項
）
及
び
二
八
五
条
の
規
定
が
ド
イ
ツ
新
商
法

　
　
を
母
法
と
し
て
取
得
価
額
（
原
価
）
主
義
を
、
採
用
し
起
妬
）
二
八
五
条
の
規
定
に
よ
れ
ば
株
式
会
社
の
営
業
用
の
固
定
資
産
に
は
、
取
得

　
価
額
。
製
作
価
額
を
超
え
る
価
額
を
附
し
得
な
い
事
と
な
っ
た
。
こ
の
立
法
理
由
は
ド
イ
ツ
の
場
合
と
同
様
、
会
計
慣
習
を
基
盤
と
し
た

　
会
計
原
則
（
商
慣
習
法
）
の
大
な
る
影
響
に
、
こ
れ
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
立
法
当
局
の
述
べ
る
ご
八
五
条
の
立
法
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　

　
　
は
、
・
評
価
益
を
計
上
し
配
当
を
大
に
し
て
会
社
の
基
礎
を
危
く
す
る
弊
害
を
鞍
止
す
る
為
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
株
式
会
壮
の
基
本
原

　
則
と
し
て
の
資
本
維
持
の
原
則
が
横
た
わ
っ
て
居
る
。
併
し
こ
の
立
法
理
由
は
あ
く
ま
で
商
法
の
立
場
か
ら
の
も
で
あ
り
、
真
の
二
八
五
僻

　
　
条
の
立
法
理
由
は
今
述
べ
た
所
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗

論
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妙
妬
潜
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㊤
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．
．
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爆
δ
σ
q
二
”
畠
国
旨
四
昌
N
餌
二
h
ω
↓
①
巖
¢
ご
σ
q
℃
一
⑩
｛
G
◎
噂
o
o
の
0
1
0
・

（
一
五
）
　
田
中
耕
・
前
揚
・
三
〇
四
頁
Q

〈
一
山
ハ
）
　
・
司
法
｛
省
H
M
民
重
Ψ
局
編
●
商
法
巾
－
改
｝
止
法
傭
停
案
理
由
霊
国
●
　
一
五
山
ハ
百
ハ
。
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三
　
　
商
法
玉
入
八
条
の
二
（
三
号
）
の
立
法
理
由

　
　
前
述
の
よ
う
に
正
確
な
損
益
を
算
定
す
る
に
は
、
原
価
主
義
、
誘
導
法
等
の
一
連
の
会
計
原
則
に
運
っ
て
会
計
処
理
を
七
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
昭
和
二
四
年
七
月
、
経
済
安
定
本
部
に
設
け
ら
れ
た
企
業
会
計
基
準
審
議
会
が
、
そ
の
中
退
報
告
と
し
て
発
表
し
た
企
業
会
計

　
原
則
を
見
る
と
、
損
益
計
算
目
的
が
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
貸
借
対
照
表
は
残
高
勘
定
と
七
て
考
慮
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
事
が

　
明
白
で
あ
耽
脚
す
な
わ
ち
一
般
原
則
二
の
「
企
業
会
計
は
す
べ
て
の
取
引
に
つ
き
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
運
っ
て
、
正
確
な
会
計
帳
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ニ
　

　
、
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
誘
導
法
を
意
味
す
る
所
の
正
規
の
簿
記
の
原
則
、
「
損
益
計
算
書
は
企
業
の
経
営
成
績
を
明
ら

　
　
か
に
す
る
為
、
当
該
期
間
に
発
生
し
た
す
べ
て
の
牧
益
と
、
こ
れ
に
照
応
す
る
す
べ
て
の
費
用
と
を
記
載
し
、
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
損
失
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
発
生
主
義
及
び
費
用
牧
益
対
応
の
原
則
、
「
貸
借
対
照
表
に
記
載
す
る
資
産
の
価
額
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
原
則
と
し
て
雪
該
資
産
の
取
得
原
価
を
基
礎
と
し
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
所
の
原
価
評
価
主
義
、
更
に
は
「
資
産
の
取
得
原

　
　
価
は
、
資
産
の
種
類
に
応
じ
た
費
凧
配
分
の
原
則
に
よ
り
各
事
業
年
度
に
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
形
固
定
資
産
の
取
得
原
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ハ
　

　．

ﾍ
、
当
該
固
定
資
産
の
耐
用
期
間
に
対
し
て
一
定
①
減
価
償
却
方
法
に
よ
り
各
事
業
年
度
に
配
分
し
、
…
」
と
い
う
費
用
配
分
の
原
則
等

　
　
を
見
れ
ば
こ
の
事
が
肯
か
れ
る
。
從
っ
て
こ
れ
ら
旧
の
企
業
会
計
原
則
に
運
っ
て
会
計
処
理
を
す
れ
ば
、
　
「
企
業
会
計
献
企
業
の
財
政
状
態

　
　
及
び
経
営
成
績
に
関
し
て
、
真
実
な
報
告
を
提
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
き
い
う
一
般
原
則
一
の
真
実
性
の
原
則
を
、
絶

　　

ﾎ
的
に
で
は
な
く
て
も
相
対
的
に
は
充
す
と
い
え
麓
併
し
な
が
ら
こ
の
場
合
の
翼
実
性
し
と
は
あ
く
ま
で
損
葬
算
と
し
て
の
真
実
㎜

　
　
陸
で
あ
り
・
財
産
計
算
と
し
て
の
真
実
性
で
は
な
い
藻
勿
弧
㎜
で
あ
獣
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

、



論説

則
に
運
つ
た
と
し
て
も
、
正
確
な
期
間
的
損
益
を
算
定
す
る
事
は
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
損
益
を
算
定
す
る
に
は
、
費
用
牧

益
対
応
の
原
則
に
よ
っ
て
両
者
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
が
、
比
較
さ
る
べ
き
価
値
が
種
々
異
っ
た
時
か
ら
発
生
し
て
居
る
と
、
そ
こ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

正
確
な
損
益
の
算
定
が
出
来
な
く
な
る
の
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
損
益
計
算
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
貨
幣
価
値
修
正
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
貨
幣
価
値
修
正
計
算
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
過
去
の
名
目
的
な
取
得
価
額
と
修
正
後
の
名
目
価
額
と
の
闇
に
、

当
然
に
差
額
が
発
生
す
る
。
こ
れ
が
会
計
原
則
に
い
わ
ゆ
る
固
定
資
産
評
価
益
で
あ
る
。

　
企
業
会
計
原
則
で
は
正
確
な
期
間
的
損
益
を
算
定
す
る
為
、
「
資
本
取
引
と
損
益
取
引
と
を
明
瞭
に
区
分
し
、
特
に
資
本
剰
余
金
と
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

益
剰
余
金
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
原
則
を
新
に
取
入
れ
た
。
こ
れ
は
「
資
本
の
移
転
に
よ
っ
て
は
利
益
を
生
じ
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ニ
　

と
い
う
命
題
で
あ
っ
て
、
最
も
重
要
な
会
計
原
則
の
一
つ
で
あ
る
。
企
業
会
計
原
則
は
こ
の
原
則
に
蓬
っ
て
、
貨
幣
価
値
修
正
に
よ
る
固

定
資
産
の
評
価
益
を
資
本
剰
余
金
に
組
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
。

　
す
な
わ
ち
我
国
の
企
業
会
計
原
則
に
は
、
上
記
の
損
益
計
算
目
的
の
為
の
多
く
の
会
計
原
則
と
、
今
述
べ
た
貸
幣
価
値
修
正
計
算
に
基

く
固
定
資
産
評
価
益
の
計
⊥
及
び
そ
れ
の
資
本
剰
余
金
え
の
組
入
れ
と
い
う
、
新
会
計
原
則
と
を
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
。
後
者
は
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

価
値
変
動
の
場
合
に
考
え
ら
れ
る
経
過
的
な
会
計
処
理
の
原
則
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
企
業
会
計
原
則
の
中
に
探
用
さ
れ
た

事
は
、
こ
の
原
則
に
そ
れ
だ
け
の
実
益
が
存
在
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

、
経
済
的
基
盤
の
変
遷
に
伴
い
会
計
理
論
の
展
開
と
し
て
必
然
的
に
発
生
し
て
来
た
、
こ
の
経
過
的
な
意
味
で
の
会
計
処
理
の
原
則
と
し

て
の
会
計
原
則
が
、
昭
和
二
五
年
四
月
の
資
産
再
評
価
法
の
制
定
に
当
り
重
大
な
役
割
を
果
し
た
事
は
否
定
し
得
な
い
。
叉
こ
の
会
計
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

則
が
昭
和
二
五
年
の
会
社
法
改
正
に
当
り
、
二
八
八
条
の
こ
（
三
号
）
の
規
定
を
生
み
出
し
た
事
も
肯
定
し
て
よ
い
と
思
う
。
二
八
八
条

の
二
（
三
号
）
は
、
財
産
の
評
価
益
を
資
本
準
備
金
と
し
て
積
立
て
る
べ
き
事
を
規
定
し
て
居
る
。

　
（
一
）
　
山
下
。
会
副
原
則
の
理
論
脚
。
大
六
頁
。
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ρ

〆

（
二
）
　
黒
沢
・
近
代
会
計
学
・
二
八
八
頁
。
二
八
九
頁
。

（
三
）
　
企
業
会
計
原
則
、
第
二
損
盆
計
算
書
原
則
・
回
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

（
四
）
林
・
財
務
諸
表
・
四
ご
頁
。
販
売
の
事
実
を
も
つ
て
牧
釜
の
発
生
時
を
決
定
す
る
方
法
を
い
5
。
こ
れ
に
対
し
現
金
の
受
入
時
を
も
つ
て
牧
釜
の

　
　
発
生
を
確
認
す
る
現
金
主
義
が
あ
る
。

（
五
）
　
林
・
前
掲
・
二
九
頁
。
対
応
す
べ
き
損
釜
は
同
一
期
間
に
所
属
せ
し
め
る
事
盈
要
す
る
原
則
。

（
六
）
　
企
業
会
計
原
則
・
第
三
貸
借
対
照
表
原
則
・
五
。

（
七
）
　
ω
ご
β
o
P
U
冨
】
W
津
餌
ロ
N
①
鵠
創
Φ
憎
》
O
．
軽
》
口
占
’
一
㊤
一
ρ
ω
．
駆
刈
ら
●

（
」
一
／
）
　
山
下
・
前
掲
・
六
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
九
）
　
Q
Q
o
げ
ヨ
巴
0
5
げ
9
0
げ
”
　
土
岐
・
前
娼
・
一
四
三
頁
。

（
一
〇
）

（
州
こ

（
一
二
）

（
一
三
）

（一

l
）

（一

ﾜ
）

ω
O
げ
日
鋤
一
〇
昌
げ
騨
O
げ
・
」
⊥
⊥
岐
●
払
削
福
「
．
三
山
ハ
五
｝
貝
Q

もり

n
げ
8
黛
0
一
〇
P
び
9
0
0
び
℃
　
土
岐
●
革
則
掲
●
三
山
ハ
＝
二
貝
Q

企
業
会
計
原
則
・
第
一
・
一
般
原
則
・
三
。

黒
沢
・
近
代
会
計
学
・
二
九
ミ
頁
。

佐
藤
・
企
業
会
計
の
二
律
背
反
性
に
つ
い
て
・
企
業
会
計
一
I
－
一
二
。
山
下
・
前
掲
・

黒
沢
・
会
計
原
則
に
於
け
る
法
と
経
済
と
の
交
渉
・
会
斎
六
一
一
一
・
・
二
頁
。

四

一
三
五
頁
Q

二
八
五
条
と
、
ご
八
入
条
の
二
（
三
号
）
と
の
関
連
性

説
　
　
第
二
節
で
は
二
八
五
条
の
立
法
理
由
を
述
べ
・
．
近
代
的
企
業
で
は
財
産
計
算
よ
り
も
損
益
計
算
（
期
間
的
損
益
の
算
定
）
に
・
そ
の
重
、

論　
　
点
が
移
行
し
た
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
企
業
規
模
の
拡
大
化
は
企
業
資
産
の
時
価
評
価
を
不
可
能
に
し
、
原
価
評
価
（
取
得
価
額
）
主
義
，

，
／
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論説

を
法
律
で
も
つ
て
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
・
叉
正
「
確
な
期
間
的
損
益
算
定
の
為
の
会
計
処
理
手
続
と
し
て
、
正
規
の
簿
記
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

則
（
ド
イ
ツ
新
商
法
三
八
条
）
が
経
済
的
基
盤
か
ら
必
然
的
に
発
生
し
た
事
を
も
述
べ
た
ゆ
以
上
述
べ
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
近
代
的
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

業
に
於
て
、
我
国
商
法
二
八
五
条
の
規
定
及
誘
導
法
そ
の
他
の
会
計
原
則
は
、
絶
対
に
譲
歩
出
来
な
い
重
要
な
も
の
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
　
2
・

ぬ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
所
が
第
三
節
で
は
、
近
代
的
大
企
業
が
正
確
な
期
間
的
損
益
を
算
定
す
る
為
に
採
用
し
て
い
る
会
計
処
理
の
原
則
が
、
貨
幣
価
値
変
動

に
会
う
や
、
そ
の
本
来
の
目
的
と
し
て
の
損
益
計
算
機
能
を
発
揮
し
得
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
貨
幣
価
値
変
動
に
よ
り
、
貨
幣
の
価
値
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

度
機
能
が
喪
失
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
は
第
一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
於
て
初
め
て
、
叉
第
二
次
大
戦
後
の
我
国
に
於
て
も
見
ら
れ

た
現
象
で
あ
る
。
こ
X
で
損
益
計
算
の
目
的
の
為
に
貨
幣
価
値
修
正
計
算
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
為
に
経
過
的
な
意
味
の
会
計
処
理
原
則

が
生
成
し
て
来
た
。
そ
れ
は
貨
幣
価
値
修
正
計
算
に
基
く
固
定
資
産
評
価
益
の
計
上
、
及
び
そ
れ
の
資
本
剰
余
金
え
の
組
入
れ
の
原
則
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
じ

あ
っ
た
。
こ
れ
が
商
法
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
立
法
理
由
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
以
上
で
簡
単
に
上
述
の
所
を
要
約
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
意
味
で
二
八
五
条
は
勿
論
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
も
共

に
、
会
計
慣
習
を
基
盤
と
し
て
生
成
b
て
来
た
会
計
原
則
か
ら
生
れ
た
規
定
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
こ
の
両
規
定
は
、
そ
の
任
務
は

異
っ
て
も
、
法
と
し
て
の
存
在
価
値
を
持
つ
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
所
が
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
が
法
と
し
て
規
定
ざ
れ
る
に
際
し
、
そ
れ
が
本
来
会
計
原
則
で
は
貨
幣
価
値
修
正
の
場
合
の
経
過
的
な

原
則
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
会
社
法
で
は
幾
分
異
っ
た
も
の
と
し
て
探
用
さ
れ
た
。
　
即
ち
会
計
原
則
で
は
「
固
定
資
産
評
価
益
」
と
な

っ
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
」
商
法
で
は
「
財
産
の
評
価
益
」
と
し
て
取
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
事
は
商
法
に
於
け
る
財
産
評
価
益
に
対
す
る
特

徴
的
な
考
え
方
が
原
因
を
な
し
て
居
る
と
い
え
る
。
そ
の
考
え
方
と
し
て
は
、
e
二
八
五
条
で
固
定
資
産
に
つ
い
て
取
得
価
額
・
製
作
価

額
を
限
度
と
し
て
居
る
か
ら
、
こ
の
規
定
と
矛
盾
す
る
立
場
を
排
斥
す
る
。
⇔
貨
幣
価
値
変
動
の
修
正
と
云
う
よ
う
な
例
外
的
事
象
は
、



　
　
　
一
般
法
と
し
て
の
商
法
規
定
の
中
宮
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
・
．
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
難
こ
の
よ
う
な
商
法
の
考
え
方
は
・
商
法
糞

　
　
　
つ
た
形
で
採
用
し
た
だ
け
で
は
満
足
出
来
ず
、
現
在
で
は
、
商
法
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
は
商
法
と
し
て
無
用
で
あ
る
か
ら
、
立
法
論

　
　
と
し
て
は
削
除
せ
よ
と
の
学
説
ま
で
存
在
し
て
居
る
。
我
々
は
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
は
、
’
あ
く
ま
で
法
と
し
て
の
存
在
価

　
　
・
値
を
持
っ
て
居
る
と
信
ず
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
学
説
に
は
到
底
賛
域
出
来
な
い
。
以
下
学
説
の
理
論
的
根
拠
を
追
い
、
後
で
筆
者
の
疑

　
　
問
と
す
る
所
を
指
摘
し
た
い
。

　
　
　
商
法
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
に
は
、
「
一
営
業
年
度
に
於
け
る
財
産
の
評
価
益
よ
り
評
価
損
を
控
篤
し
た
る
額
は
、
之
を
資
本
準
備

　
　
金
と
し
て
積
立
つ
る
事
を
要
す
。
」
旨
述
べ
て
居
る
。
以
下
こ
の
規
定
を
念
頭
に
置
い
て
所
論
を
進
め
る
。

　
　
〇
　
二
八
五
条
の
存
在
を
理
由
に
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
を
否
定
す
る
学
説
　
　
㈲
実
質
的
な
理
由
9
冊
質
的
な
理
由
と
し
て
、
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
定
財
産
に
つ
い
て
減
価
償
却
を
ず
る
と
い
う
事
は
、
会
計
学
か
ら
来
る
要
請
で
お
り
、
そ
れ
は
正
規
の
簿
記
の
原
則
を
当
然
に
前
提
と
レ

　
　
　
て
居
る
。
減
価
償
却
は
投
下
資
本
の
繰
延
償
却
で
あ
る
か
ら
、
時
価
が
上
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
評
価
益
を
出
す
事
は
理
論
的
に
お
か
し
い

。
　
　
し
㌔
叉
固
定
資
産
に
つ
い
て
時
価
を
問
題
に
す
る
事
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
事
を
述
べ
ら
れ
残
鴨
　
　
働
形
式
的
な
理
由
　
商
法
二
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ

　
　
条
で
は
、
　
「
財
産
目
録
に
記
載
す
る
営
業
用
の
固
定
財
産
に
つ
い
て
は
、
其
の
取
得
価
額
叉
は
製
作
価
額
を
超
ゆ
る
価
額
…
を
附
す
る
事

　
　
　
を
得
ず
。
」
之
規
定
し
て
居
る
が
、
こ
の
二
八
五
条
の
文
字
解
釈
に
つ
い
て
学
説
が
対
立
す
る
。
「
こ
の
対
立
の
発
生
す
る
根
拠
億
、
三
四

　
　
　
条
と
二
八
五
条
と
の
関
連
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
商
法
三
四
条
に
は
、
　
「
財
産
目
録
に
は
動
産
、
不
動
産
、
債
権
其
の
他
の

　
　
　
財
産
に
価
額
を
附
し
て
之
を
記
臆
す
る
事
を
要
ナ
。
其
の
価
額
は
財
産
口
底
調
製
の
時
に
於
け
る
価
格
を
超
ゆ
る
事
を
得
ず
（
一
項
）
。

　
　
営
業
用
の
固
定
財
産
に
つ
い
て
は
前
項
の
規
定
に
拘
ら
す
、
其
の
取
得
価
額
叉
は
製
作
価
額
よ
り
相
当
の
減
損
額
を
控
除
し
た
る
価
額
を

　
説
　
　
　
附
す
る
事
を
得
（
二
項
）
」
と
規
定
し
て
い
る
。
　
こ
の
二
八
五
条
と
三
四
条
と
の
関
連
を
、
一
説
は
、
商
法
三
四
条
が
営
業
用
の
固
定
資

　
論
　
　
　
産
に
つ
い
て
、
時
価
と
、
取
得
価
額
・
製
作
価
額
か
ら
相
当
の
減
損
額
を
控
除
し
た
価
額
と
の
二
種
の
評
価
方
法
を
許
容
す
る
事
に
対
す
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’

論説

る
特
配
と
し
て
・
二
八
五
条
が
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
捻
ま
た
こ
八
五
条
は
減
損
額
に
関
し
て
言
及
し
て
居
な
い
が
三
四
条
（
ご
項
）

の
特
別
規
定
を
な
し
、
同
条
の
取
得
価
額
。
製
作
価
額
は
三
四
条
（
二
項
）
の
そ
れ
を
受
け
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
「
從
っ
て
当
然
に
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

条
（
二
項
）
の
減
損
額
が
附
随
す
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き
事
に
関
し
一
点
の
疑
点
も
存
し
な
い
。
そ
こ
で
商
法
二
八
五
条
に
、
い
わ
ゆ
る

「
…
取
得
価
額
又
は
製
作
価
額
」
と
は
「
…
取
得
価
額
又
は
製
作
価
額
か
ら
相
当
の
減
損
額
を
控
除
し
た
価
額
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と

冤
穣
）
他
説
は
・
商
法
三
四
条
（
二
項
）
で
は
「
取
得
価
額
叉
は
製
作
価
額
よ
り
相
当
の
減
損
額
を
控
除
し
た
る
…
」
と
あ
る
の
に
・
二
八

五
条
で
は
減
損
額
の
事
を
書
い
て
居
な
い
か
ら
、
本
来
健
全
な
評
価
方
法
に
よ
れ
ば
、
滅
損
額
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、

二
八
五
条
の
法
文
解
釈
と
し
て
は
、
そ
れ
を
引
く
事
を
要
求
し
て
居
る
と
解
す
る
事
は
出
来
ぬ
。
從
っ
て
当
然
、
二
八
五
条
の
「
取
得
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

額
叉
は
製
作
価
額
」
を
「
取
得
価
額
又
は
製
作
価
額
か
ら
相
当
の
減
損
額
を
控
除
し
た
価
額
」
と
解
す
る
事
は
無
理
で
あ
る
と
す
る
。

　
こ
の
二
八
五
条
に
関
す
る
解
釈
の
相
違
が
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
新
設
規
定
に
つ
い
て
の
解
釈
の
相
違
を
結
果
と
し
て
も
た
ら

す
。
　
す
な
わ
ち
前
説
に
從
え
ば
、
二
八
五
条
は
営
業
用
の
固
定
財
産
に
つ
い
て
は
、
取
得
価
額
・
製
作
価
額
を
超
え
て
評
価
し
得
な
い

し
、
又
「
取
得
価
額
又
は
製
作
価
額
」
を
「
取
得
価
額
叉
は
製
作
価
額
か
ら
相
当
の
減
損
額
を
控
除
し
た
価
額
」
と
解
す
る
の
で
、
二
八

八
条
の
二
（
三
号
）
に
よ
っ
て
も
、
商
法
上
営
業
用
の
固
定
財
産
に
つ
い
て
の
評
価
益
計
上
は
起
り
得
な
い
。
　
從
っ
て
二
八
八
条
の
二

三
号
）
に
い
う
・
「
財
産
の
評
価
益
」
と
は
流
動
資
産
の
評
価
益
を
意
味
す
る
と
い
う
蓬
な
娩
％
所
が
後
説
に
從
え
ば
二
会
条
で

は
法
文
解
釈
論
、
そ
の
取
得
価
額
・
製
作
価
額
は
減
損
額
を
控
除
し
た
意
味
で
の
取
得
価
額
・
製
作
価
額
を
意
興
し
な
い
と
解
す
る
事
は

前
述
し
た
通
り
だ
か
ら
、
財
産
の
時
価
が
取
得
価
額
。
製
作
価
額
を
超
え
て
居
る
場
合
に
は
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
、

取
得
価
額
・
製
作
価
額
の
範
囲
内
で
既
往
の
償
却
叡
を
戻
入
れ
て
、
　
從
前
の
帳
簿
価
額
よ
り
高
い
価
額
を
附
し
て
も
違
法
と
は
い
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

い
。
か
登
る
意
味
及
び
限
度
に
於
て
、
固
定
財
産
に
つ
い
て
も
評
価
益
の
算
定
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
流
動
財
産
に
つ
い
て
は
、
．
法
は
時

価
に
よ
る
評
価
を
認
め
て
居
る
か
ら
評
価
益
の
算
定
は
な
し
得
る
。
從
っ
て
一
，
一
八
八
条
の
ご
（
三
号
）
に
云
う
所
の
「
財
産
の
評
価
益
」
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ニ
じ

　
の
中
に
は
、
固
定
財
産
及
び
流
動
財
産
の
双
方
の
評
価
益
を
包
含
す
る
。

　
　
併
し
な
が
ら
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
に
い
わ
ゆ
る
「
財
産
の
評
価
益
」
に
流
動
資
産
の
評
価
益
を
含
め
、
こ
れ
を
資
本
準
備
金
の
財

　
源
と
ず
る
事
は
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
け
だ
し
流
動
資
産
の
評
価
益
は
短
期
間
に
実
現
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
居
る
の
で
、
こ
れ
は
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ち
に
牧
益
に
計
上
す
る
事
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
「
財
産
の
評
価
益
」
は
、
固
定
資
産
の
評
価
益
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
み
を
意
味
し
、
流
動
財
産
の
評
価
益
は
含
ま
れ
な
い
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
そ
こ
で
前
述
の
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
に
関
す
る
学
説
の
対
立
は
、
〇
二
八
五
条
を
理
由
に
、
固
定
資
産
の
評
価
益
は
起
り
得
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

　
か
ら
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
は
無
意
味
な
規
定
で
あ
り
、
立
法
論
と
し
て
は
削
除
す
べ
し
と
の
説
ゆ
⇔
二
八
五
条
の
取
得
価
額
・
製
作

　
価
碧
限
筈
に
於
て
は
・
、
固
定
資
産
の
評
価
益
を
算
定
出
来
る
か
鴇
こ
の
限
り
で
は
存
在
意
心
葉
あ
願
．
と
い
う
罪
な
る
・
呈

　
　
で
二
八
五
条
の
存
在
が
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
を
、
立
法
論
的
に
削
除
し
よ
う
と
す
る
実
質
的
及
び
形
式
的
な
理
由
で
あ
る
事

　
　
を
指
摘
し
た
。

　
　
　
以
下
に
於
て
、
上
述
の
実
質
的
及
び
形
式
的
な
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
疑
問
と
な
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
確
か
に
近
代
的
企
業
に
於
け

　
　
る
会
計
原
則
の
中
、
原
価
評
価
主
義
（
コ
八
五
条
）
及
び
正
規
の
簿
記
の
原
則
等
の
会
計
原
則
が
、
正
確
な
期
間
的
損
益
計
算
の
為
に
、

　
　
極
め
て
重
要
な
原
則
で
あ
る
事
は
否
定
出
来
な
い
。
こ
の
事
は
第
二
節
に
述
べ
た
所
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
所
が
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
会
計
処
理
手
続
と
し
て
の
会
計
原
則
は
、
貨
幣
価
値
の
不
動
の
仮
説
を
基
礎
ど
し
て
構
成

　
　
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
貨
幣
価
値
の
変
動
が
生
じ
た
場
合
に
貨
幣
価
値
修
正
計
算
を
行
う
事
は
、
原
価
主
義
評
価
理
論
の
構
造
上
当
然
要
求

　
　
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
貨
幣
価
値
に
変
動
が
生
ず
れ
ば
、
そ
の
修
正
も
貨
幣
価
値
変
動
の
程
度
に
從
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
貨
幣
価
値
変
動
旧

説
　
数
に
從
っ
て
し
な
け
れ
ば
正
確
な
損
益
計
算
は
不
可
能
で
あ
る
。
貨
幣
価
値
修
正
計
算
に
苛
い
固
定
資
産
の
再
評
価
額
を
算
定
す
る
事
は

論　
　
確
か
に
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
対
す
る
例
外
的
な
経
過
措
置
と
云
わ
ざ
る
を
得
ぬ
。
　
併
し
な
が
ら
貨
幣
価
値
変
動
時
に
も
、
あ
く
ま
で
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説
正
規
の
簿
記
の
原
則
を
要
求
す
る
凄
、
損
益
計
算
の
晶
を
忘
れ
た
不
当
寛
解
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
そ
の
価
穆
正
の
毒

　
　
と
し
て
、
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
が
再
調
達
価
格
を
採
る
事
を
避
け
、
從
っ
て
業
種
別
物
価
指
数
を
と
ら
ず
に
一
般
物
価
指
数
を
採
用
し
た
事
、

論
「　
及
び
資
産
再
評
価
法
が
そ
の
「
七
条
で
、
一
般
物
価
指
数
を
採
用
し
た
事
か
ら
見
れ
ば
貨
幣
価
値
修
正
計
算
は
、
時
価
主
義
の
立
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
　
　

　
で
ば
な
く
原
価
主
義
の
立
場
か
ら
の
要
請
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
七
っ
て
時
価
が
上
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
評
価
益
を
出
す
事
は
お

　
か
し
い
し
、
叉
固
定
資
産
に
つ
い
て
時
価
を
問
題
に
す
る
事
は
誤
り
で
あ
る
と
の
理
由
は
、
こ
の
場
合
に
は
愛
当
し
な
い
事
は
明
ら
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
あ
る
。
け
だ
し
こ
の
貨
幣
価
値
修
正
計
算
は
時
価
主
義
の
立
場
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
又
固
定
資
産
の
時
価
を
問
題
に
し
て
居
な
い
の

　
で
あ
る
か
ら
。
從
っ
て
損
益
計
算
目
的
を
第
一
義
的
に
肯
定
す
る
原
価
主
義
の
立
場
を
取
っ
て
も
固
定
資
産
の
評
価
益
は
起
り
得
る
。
そ

　口

鼬
ﾌ
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
な
理
由
で
商
法
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
に
基
い
て
は
、
固
定
資
産
の
評
価
益
計
上
は
起
り
得
な
い
と
す
る

　
事
は
、
安
当
性
を
欲
く
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

　
　
今
述
べ
た
様
に
貨
幣
価
値
修
正
計
算
は
原
価
主
義
の
立
場
か
ら
の
修
正
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
修
正
の
規
準
と
し
て
は
、
当
然
に
一
般
物

　
貨
指
数
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
価
値
修
正
に
よ
る
名
目
価
額
（
再
評
価
額
）
は
時
価
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実

　
質
的
に
は
あ
く
ま
で
原
価
の
範
聴
に
属
す
¢
叱
一
）
こ
の
再
評
価
額
は
勿
論
形
式
的
に
は
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
基
く
取
得
価
額
（
修
正
前
の

　
簿
価
）
と
異
る
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
商
法
二
八
五
条
に
い
う
取
得
価
額
・
製
作
価
額
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
資
産
再
評
価

　
法
九
八
条
（
二
項
）
に
、
財
産
の
再
評
価
額
を
商
法
三
四
条
（
二
項
）
又
は
二
八
五
条
に
云
う
取
得
価
額
。
製
作
価
額
と
み
な
す
旨
、
規

　
黙
し
た
の
も
こ
の
為
で
あ
る
と
考
え
得
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
商
法
二
八
五
条
の
解
釈
と
し
て
、
同
条
の
「
取
得
価
額
叉
は
製
作
価

　
額
」
に
、
形
式
的
な
意
味
で
の
過
去
の
取
得
価
額
・
製
作
価
額
の
み
な
ら
す
、
貨
幣
価
値
修
正
に
よ
る
再
評
価
額
を
も
含
め
て
、
解
釈
出

　
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
に
形
式
的
な
理
由
と
し
て
述
べ
た
学
説
の
よ
う
に
、
二
八

　
五
条
の
存
在
を
理
由
に
商
法
上
固
定
資
産
の
評
価
益
計
上
は
起
り
得
な
い
と
す
る
事
は
安
幽
し
な
く
な
り
、
從
っ
て
二
八
八
条
の
二
（
三
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号
）
に
基
く
固
定
資
産
の
評
価
益
計
上
は
、
商
漁
燈
も
起
る
と
解
し
得
る
事
に
な
る
。
以
上
で
二
八
五
条
が
存
在
し
て
居
る
為
、
商
法
上

　
，
は
実
質
的
に
も
形
式
的
に
も
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
に
基
く
固
定
資
産
の
評
価
益
計
上
は
起
り
理
趣
い
と
の
学
説
に
対
し
、
筆
者
の

　
疑
問
之
し
て
い
る
所
を
指
摘
し
た
。
、

　
⇔
　
貨
幣
価
値
変
動
の
如
き
例
外
的
な
事
象
は
一
般
法
と
し
て
の
商
法
規
定
に
取
入
れ
る
べ
き
で
な
い
と
の
説
　
　
㈲
貨
幣
価
値
変
動
に

　
よ
等
価
益
の
問
題
は
特
別
法
で
解
決
デ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
麓
形
式
的
な
鑑
は
・
還
讐
産
再
評
価
法
九
八
及
び
九
九
護
求
め

　
ら
れ
惹
。
併
し
実
質
的
に
は
何
ん
ら
特
別
法
に
よ
ら
な
く
て
も
、
商
法
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
で
自
主
的
に
評
価
益
を
計
上
し

　
得
る
様
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
t
正
確
な
損
益
を
算
定
す
る
為
に
は
、
短
期
間
に
五
一
一
〇
％
の
貨
幣
価
値
変
動
が
あ
っ
て
も
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
幣
価
値
の
修
正
を
必
要
と
し
、
と
の
程
度
の
貨
幣
価
値
変
動
は
常
に
起
る
も
の
と
考
え
る
の
が
安
当
で
あ
る
か
ら
、
二
八
八
条
の
二
（
三

　
号
）
を
立
法
論
と
し
て
否
定
す
る
事
は
妥
当
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
　
，
㈲
会
社
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
一
般
法
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
モ
　

　
商
法
で
評
価
益
の
計
上
を
認
む
べ
き
で
な
い
と
の
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
単
坐
述
べ
売
商
法
二
八
五
条
の
、
風
発
の
立
場
か
ら
の
立

　
法
理
由
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
併
し
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
固
定
資
産
評
価
益
を
資
本
準
備
金
に
組
入
れ
る
事
を
二
八
八
条
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
（
三
号
）
は
要
求
し
て
居
る
か
ら
、
こ
の
歪
な
懸
念
は
な
い
と
い
え
る
。
以
上
の
様
に
解
す
る
な
ら
ば
、
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規

　
定
に
よ
り
、
一
般
法
と
し
て
の
商
法
に
於
て
も
固
定
資
産
の
評
価
益
計
上
が
出
来
る
と
見
て
差
支
え
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
一
歩
譲
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
一
、
一
八
八
条
の
二
（
三
号
）
を
、
資
本
取
引
に
基
く
財
産
の
評
価
益
は
資
本
準
備
金
の
財
源
と
な
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
一
般
原
則
と

　
　
解
し
て
も
、
十
分
こ
の
規
定
の
存
在
価
値
を
主
張
し
得
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
　
以
上
述
べ
た
点
か
ら
考
え
て
、
商
法
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
は
商
法
と
し
て
無
意
味
の
塞
文
で
は
な
く
、
從
っ
て
立
法
論
と
－
助

∵
て
も
削
除
す
べ
叢
な
炉
と
孝
思
奄
と
同
時
に
企
独
禾
会
計
原
則
の
趣
旨
を
生
か
す
為
に
、
二
八
八
誘
三
三
・
び
）
欝
産
の
”

　
　
評
価
益
L
は
企
業
会
計
原
則
に
於
け
る
「
固
定
資
産
評
価
益
」
の
意
に
縮
小
解
釈
す
べ
き
事
は
勿
論
で
あ
る
。
　
こ
う
解
す
る
事
に
よ
つ



舜
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て
、
始
め
て
商
法
と
企
業
会
計
原
則
と
を
統
一
的
に
扱
い
得
る
と
思
う
。

（
一
）
阿
久
津
ピ
減
栖
償
却
に
於
け
る
時
価
論
・
四
頁
。

（
ご
）
　
山
下
・
会
計
原
則
の
理
論
・
一
五
七
頁
。

（
三
）
　
山
下
・
前
掲
・
一
五
九
i
一
六
〇
頁
。

（
四
）
　
大
隅
一
大
森
・
遽
条
改
正
会
社
法
解
説
・
四
一
四
頁
。

（
五
）
　
石
井
・
新
会
社
法
の
問
題
点
・
一
二
六
頁
。

（
六
）
，
石
井
・
商
碑
（
会
社
法
（
鉦
）
）
三
互
責
Q
松
田
・
会
社
法
概
論
・
二
二
四
頁
。

（
七
）
　
大
佳
・
株
式
会
社
会
認
の
法
的
考
察
・
一
二
三
－
一
＝
四
頁
。

（
八
）
　
石
井
。
商
法
。
三
五
三
頁
。
松
田
・
前
掲
・
ご
二
四
百
ハ
。

（
九
）
　
こ
の
見
解
を
探
ら
れ
る
の
に
、
田
中
誠
二
・
新
会
社
法
論
。
三
〇
八
頁
◎
鈴
木
・
改
正
会
社
法
の
疑
義
と
解
明
－
私
法
劉
珊
・
一
三
四
頁
。
「

（
…
○
）
　
大
隅
・
改
正
会
社
法
の
疑
義
と
解
明
・
＝
二
六
頁
。

（
一
一
）
　
鈴
木
一
石
井
・
改
正
株
式
会
社
法
解
説
・
二
六
五
頁
◎
松
田
・
前
偶
・
二
三
〇
頁
。
実
方
。
会
社
法
学
（
豊
）
・
三
二
三
頁
。
　
野
間
。
会
社
法

　
　
学
概
説
。
二
四
五
頁
。
伊
沢
・
新
会
社
法
・
五
〇
四
頁
。
田
中
誠
二
。
確
定
改
正
会
社
法
解
説
・
一
五
九
頁
。

（
一
二
）
　
大
隅
一
大
森
・
前
掲
・
四
一
四
頁
。
大
暑
・
商
法
と
会
記
。
二
三
四
頁
。

（
一
三
）
　
大
隅
。
会
社
法
概
説
・
叫
五
五
頁
。
大
首
・
商
法
と
会
計
。
二
三
四
頁
。
田
中
誠
二
．
・
企
業
会
計
法
規
。
四
六
頁
。

（
一
四
）
　
黒
沢
。
新
商
法
と
会
計
原
則
・
九
五
頁
。
山
下
・
前
掲
・
一
六
三
頁
。
田
中
・
確
定
改
正
会
社
法
解
説
・
一
六
〇
頁
。
大
佳
・
…
法
的
考
察
。

　
　
島
二
五
頁
。
大
隅
t
大
森
・
前
掲
・
四
一
二
頁
。
石
井
・
商
法
・
三
八
六
頁
。

（
一
五
）
　
鈴
木
、
大
隅
・
改
正
会
社
の
疑
義
と
解
明
。
一
三
四
、
　
＝
二
六
頁
。
石
井
。
商
法
・
。
三
八
六
頁
。

（
一
六
）
石
井
・
商
法
・
三
八
六
頁
。
鈴
木
・
前
掲
∴
三
五
頁
Q
大
佳
・
…
法
的
考
察
三
二
六
頁
。
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（
一
七
）
　
大
隅
・
…
疑
義
と
解
明
・
＝
二
六
頁
。
所
が
大
隅
教
授
は
こ
」
で
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
は
、
立
法
論
と
し
て
削
除
す
る
事
を
是
認

　
　
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
一
八
）
石
井
・
商
法
・
＝
天
六
頁
。
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
’
　
ら

（
一
九
）
　
シ
ヤ
ウ
プ
勘
告
第
二
編
七
章
の
A
。
．

（
二
〇
）
　
ω
o
げ
百
巴
①
昌
ぴ
8
戸
　
土
岐
・
前
掲
・
三
九
〇
頁
。
　
「
一
般
物
価
指
数
は
貨
幣
価
値
変
動
指
数
と
し
て
は
最
も
確
実
で
あ
り
又
そ
の
方
法
が
簡
単

　
、
で
あ
る
。
所
が
業
種
別
物
価
指
数
は
時
価
計
算
と
結
合
し
て
、
貨
幣
価
値
下
落
が
指
数
に
よ
っ
て
正
し
く
示
さ
れ
て
居
る
か
否
か
の
疑
い
の
入
る
余

　
　
地
は
な
い
。
」
　
木
村
和
三
郎
6
減
栖
償
却
研
究
・
二
五
〇
頁
。
　
「
時
価
を
減
価
償
却
の
基
礎
価
値
と
す
る
代
り
に
、
原
価
（
買
入
日
の
栖
格
）
を

　
・
貨
幣
栖
値
の
変
動
だ
け
一
般
物
栖
指
数
を
以
っ
て
修
正
し
て
、
基
礎
価
値
と
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
個
々
の
設
備
栖
値
の
変
動
を
示
す
に
は

　
　
不
十
分
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
居
る
。

（一

�
j
　
山
下
・
前
掲
・
一
三
一
頁
。
貨
幣
価
値
修
正
計
算
に
よ
る
固
竃
資
産
の
再
評
価
は
、
名
目
額
と
し
て
の
投
下
資
本
（
前
払
費
用
）
の
貨
幣
価
値

　
　
修
正
で
あ
っ
て
、
固
定
資
産
嵐
体
の
価
値
修
正
（
評
価
）
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う

（
ゴ
ニ
）
　
松
田
・
前
掲
・
二
二
五
頁
。
石
井
・
商
法
・
三
五
三
頁
で
「
資
産
再
評
価
法
に
よ
る
再
評
価
は
営
業
用
の
固
定
財
産
の
記
帳
価
額
を
現
在
の
円
噛

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
栖
に
よ
っ
て
是
正
す
る
と
云
5
措
置
が
乏
ら
れ
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
Σ
る
意
味
の
表
現
と
も
解
し
得
る
。

（
二
三
）
　
高
瀬
薩
太
郎
・
財
務
諸
表
・
二
三
四
頁
。
　
　
　
　
．
　
　
　
　
◎

（
二
四
）
　
実
方
・
前
掲
・
三
二
三
頁
。
田
中
・
確
定
…
・
一
五
九
頁
。

（
二
五
）
　
こ
の
規
定
は
昭
和
二
六
年
改
正
で
新
設
さ
れ
た
規
定
で
、
　
「
商
法
二
八
八
条
の
ご
（
三
士
）
の
規
定
は
法
人
の
再
評
価
差
額
に
つ
い
て
は
適
用

　
　
し
な
い
。
」
と
す
る
。

（
二
六
）
　
ω
o
げ
8
巴
①
旨
σ
節
。
戸
　
土
岐
．
前
掲
。
三
六
三
頁
。
大
隅
．
：
ゲ
疑
義
と
解
明
．
一
三
六
頁
Q

（
二
七
）
　
石
井
・
新
、
会
社
法
の
澗
題
点
・
一
二
七
、
　
一
二
九
頁
。
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論説

（
二
八
）

（
二
九
）

（
三
〇
）

　
　
に
、

大
佳
・
新
会
社
法
の
問
題
点
・
一
ご
八
頁
。

大
住
・
…
法
的
考
案
・
二
一
六
頁
。

田
中
・
確
定
改
正
会
社
法
解
説
・
一
六
〇
頁
、
　
二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
の
規
定
を
立
法
論
と
工
て
否
定
す
る
見
解
も
肯
定
す
る
見
解
も
共

二
八
八
条
の
二
（
三
号
）
に
い
う
「
財
産
の
詐
栖
釜
」
を
「
固
定
資
産
評
価
釜
」
の
意
に
解
さ
れ
て
い
る
事
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
昭
和
二
九
年
一
月
二
五
日
）

21　（2●80）　210

勝

／


